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学 校 運 営 計 画（ 4 月 ） 評価 (総合 )

学 校 運 営方 針学 校 運 営方 針学 校 運 営方 針学 校 運 営方 針 「パワフルキッズ」（様々な課題に積極的に挑戦する意欲をもち、そのために必要な規範意識、自己肯定感、社会性、学力及び体力を有する子供）を育成す

ることを目指し、子供たちが自己の目標を設定し、達成に向けて仲間と共に行動し、互いの努力を認め合う「パワフルキッズプロジ ェクト」を推進する。

昨 年 度の 成 果 と課 題 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標昨 年 度の 成 果 と課 題 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標昨 年 度の 成 果 と課 題 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標昨 年 度の 成 果 と課 題 年 度 重 点 目 標 具 体 的 目 標

成果：規範意識の向上や 学 力 ・ 言語 力 の向 上 日 本語 の 読 み書 き の 力 の向 上 を 目指 し た 授業 改 善 や、 個 に 応じ た 指 導 体制 ・ 指 導方 法 の 工 夫を 行 う 。ま
自己肯定感の高まりが見 た 、考 え る 力を 育 て る ため の ア クテ ィ ブ ・ラ ー ニ ング の 実 践や 読 書 活 動の 充 実 を図 る 。
られ始めた。 コ ミ ュ ニケ ー ショ ン 力 の 向上 話 合 い 活 動 や 「 言 葉 の 時 間 」 の 充 実 を 図 る と と も に 、 相 手 の 立 場 を 理 解 し て 伝 え よ う と す る 態 度 を
課題：パワフルキッズプ 育 成 す る 。
ロジェクトの活性化、実 自 己 肯 定感 や 規範 意 識 ・ 社会 性 を 高め る 取 小 ・ 中 学 部 の パ ワ フ ル キ ッ ズ タ イ ム の 充 実 を 図 る 。 全 体 計 画 に 基 づ い た キ ャ リ ア 教 育 、 人 権 教
態差に対応した習熟度別 組 の 充 実 育 、 道 徳 教 育 及 び 社 会 性 を 高 め る た め の ラ イ フ ス キ ル プ ロ グ ラ ム の 実 践 を 行 う 。 ま た 、 ス ク
指導の充実、聴覚障がい ー ル カ ウ ン セ ラ ー 等 の 専 門 家 を 効 果 的 に 活 用 す る 。
教育の専門性の継承、業 保 護 者 ・地 域 ・関 係 機 関 との 連 携 の強 化 ＰＴＡ、同窓会や後援会との連携を充実させるとともに、医療・福祉・教育機関への広報及び連携の強
務の効率化 化を図る。また、地域の聴覚障がい教育に貢献する。

教 員 の 専門 性 の維 持 ・ 向 上 専 門性 を 高 める た め の 職員 研 修 及び 学 校 研究 を 推 進 す る 。

評価 項 目 具 体的 目 標 具 体 的 方 策 評 価 (３ 月 ) 次 年 度 の主 な 課 題評価 項 目 具 体的 目 標 具 体 的 方 策 評 価 (３ 月 ) 次 年 度 の主 な 課 題評価 項 目 具 体的 目 標 具 体 的 方 策 評 価 (３ 月 ) 次 年 度 の主 な 課 題評価 項 目 具 体的 目 標 具 体 的 方 策 評 価 (３ 月 ) 次 年 度 の主 な 課 題

適 切 な 教育 課 程 の編 成 と 実施 の た (1) 教材 バ ン ク の整 備 等 、教 育 環 境を 整 え る とと も に 、外 部 機 関や 専 門 家活 用 事 業を

教 務課 め に 、 教育 活 動 の充 実 を 目指 す と 利用 し て 、 指導 内 容 の充 実 を 図る 。

教 と も に 文書 処 理 等の 業 務 の効 率 化 (2) 校務 文 書 の 書式 の 見 直し を 行 い、 文 書 作 成や 保 管 ・管 理 、 取り 扱 い 等の マ ニ ュア

務 を 図 る 。 ルを 整 備 し 、業 務 の 効率 化 を 図る 。

部 保 護 者 ・関 係 機 関と の 連 携を 図 (3) ＰＴ Ａ 評 議 員会 等 に おい て 、 効果 的 、 効 率的 な Ｐ ＴＡ 活 動 の進 め 方 につ い て 検討

庶 務 課 り 、 Ｐ ＴＡ 活 動 の円 滑 化 を図 る 。 し、 保 護 者 と教 職 員 が分 担 ・ 協力 し な が ら実 施 す る。

本 校 の 教育 活 動 や幼 児 児 童生 徒 に (4) 本校 の 行 事 の予 告 や 教育 実 践 につ い て Ｈ Ｐの 更 新 等を 行 い 、地 域 へ 新し い 情 報を

対 す る 地域 へ の 理解 啓 発 を図 る 。 発信 す る 。

一 人 ひ とり の 個 性を 尊 重 し、 そ の (5) 個々 の 実 態 を把 握 し 職員 間 で の共 通 理 解 を進 め な がら 、 幼 小中 一 貫 性の あ る 指導

キャリア 能 力 を 引き 出 す とと も に 自己 理 解 体制 の 構 築 を図 る た め、 キ ャ リア 教 育 全 体計 画 を 基に 実 践 ・検 討 を 行う 。

教 育課 ・ 認 識 を深 め さ せ、 自 己 実現 を 図 (6) 卒業 後 を 見 通し た 教 育課 題 把 握の た め 、 高等 聴 覚 特別 支 援 学校 の 進 路指 導 担 当者

る こ と を目 指 す 。 や、 聴 覚 障 がい 者 が 働く 企 業 の方 を 招 聘 しキ ャ リ ア教 育 学 習会 を 実 施す る 。

目標達成に向けて努力する活動を通 (7) パワ フ ル キ ッズ タ イ ムに お い て、 鍛 え て ほめ る 活 動を 仕 組 み、 お 互 いを 認 め 合い

生 生徒指導 して、自 信と 誇 り ・思 い や りを も 自己 肯 定 感 を高 め る こと が で きる 場 を 設 定す る 。

徒 課 っ た 心 身と も に 健康 な 幼 児児 童 生 (8) 生活 ア ン ケ ート の 回 答を 分 析 し、 教 育 相 談週 間 や カウ ン セ リン グ 体 験に つ な げ、

指 徒 を 育 成す る 。 自分 の 気 持 ちや 悩 み を表 現 で きる 場 を 設 定す る 。

導 自 他 の 生命 を 尊 重し 、 安 全な 学 校 (9) 給食 配 膳 時 の身 だ し なみ や 衛 生に 関 す る 意識 を 高 める た め 、給 食 オ リエ ン テ ーシ

部 保 健 課 生 活 が 送れ る よ う校 内 の 体制 を 整 ョン や 学 級 での 指 導 内容 の 定 着を 図 る 。

備 し 連 携を 図 る 。 (10) グラ ン ド や 遊具 の 安 全点 検 の 方法 を 見 直 し、 点 検 項目 等 の 共通 理 解 を図 る 。

聴 覚 障 がい 教 育 の専 門 性 の向 上 を (11) 研修 課 と 協 力し 、 聴 覚障 が い 教育 の 基 礎 的な 研 修 会を 企 画 ・実 施 し 、専 門 性 の向

支 特別支援 図 る 。 医療・福祉・教育の各関係機 上を 図 る 。

援 教 育 課 関への広報及び連携の充実を図る。 (12) 県南 地 区 の 自治 体 の 関係 部 署 を訪 問 し 、 本校 の 取 組を 周 知 し連 携 の 充実 を 図 る。

部 学 校 研 究を 通 し て書 記 日 本語 指 導 (13) 学校 研 究 の 主題 及 び 研究 内 容 につ い て 、 方向 性 を 明ら か に して 全 職 員に 周 知 を図

研修 課 に 関 す る体 系 を 構築 し 、 職員 研 修 りな が ら 班 別研 修 を 実施 し 、 研究 を 推 進 する 。

を 通 し て専 門 性 の向 上 を 図る 。 (14) 年間 を 通 し て職 員 研 修を 計 画 的に 実 施 し 、研 修 後 のア ン ケ ート で 評 価を 行 う 。

コミュニケーションの発達を促し日 本 (15) 行事 や 季 節 に関 連 す る言 葉 を 意識 し た 学 習方 法 の 充実 を 図 る。

幼 稚 部 語の基礎を育てるとともに、基本的 な (16) 幼児 が 互 い に伝 え 合 おう と す る場 や テ ー マを 設 定 する 。

生活習慣の定着を図り、遊びや生活 経 (17) 幼児 の 発 達 段階 に 応 じた 集 団 での 運 動 遊 びを 計 画 し、 系 統 的に 取 り 組む 。

験を通して、豊かな心と体を育てる 。 (18) 集団 活 動 や 校外 活 動 にお い て 幼児 の 安 全 対策 を 整 える 。

心 身 と もに 健 や かな 集 団 生活 を 送 (19) 児童(重複学級児童、特に医ケア対象児童)の安全を確保できる協力体制を整える。

小 学 部 る 環 境 を整 え 、 コミ ュ ニ ケー シ ョ (20) 児童 の 望 ま しい 生 活 態度 ・ 学 習態 度 を 適 宜評 価 し 、保 護 者 と連 携 す る。

ン 力 の 向上 を 図 り、 学 習 意欲 を 高 (21) 学習 の 定 着 を図 る た め、 配 慮 事項 や 具 体 的な 手 立 ての 取 組 を確 認 し 合う 。

め る 。 (22) 友達と主体的に関わったり、関わり方を考えさせたりする機会を計画的に設定する。

生 徒 の 学力 ・ 書 記日 本 語 力・ 聴 覚 (23) 自立 活 動 に 学級 の 時 間を 設 け 、日 本 語 指 導・ 聴 覚 学習 等 の 充実 ・ 深 化を 図 る 。

中 学 部 管 理 力 ・コ ミ ュ ニケ ー シ ョン 力 の (24) 部活 動 顧 問 の少 人 数 化と 組 織 化を 図 り 、 方針 や 練 習計 画 等 の情 報 共 有に 努 め る。

向 上 を 図る た め の体 制 づ くり や 各 (25) 朝の連絡会や授業の時間厳守及び教科外活動の時間設定を工夫し、授業時間を確 保す る 。

方 面 の 情報 提 供 ・管 理 に 努め る 。 (26) 行事毎に担当者がファイルを準備して資料の収集・保管を行い、記録を蓄積する。
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